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K。y　w。，d、・麻疹ワクチソ（M・tnSles　Vaccine），不活化ワクチソ（Kill・d　V・c・ine）・野輪1生〃チソ

　　　　　　（Att・nuat・d　Li・・Vacci・・），　KL法（KL　meth・d），予㈱果（P・・tecti・・E野fi・a・y），

　　　　　　追跡調査（Fol1◎w－up　Stu（ly）

　　　　1　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　年12月より不活化ワクチソ（Kワクチン）と弱毒性ワ

麻疹は，　e・、とんどの人が鋤購・棘する急性伝　・チ・（Lワクチ・）が　般姉販さ泌よう獣っ

難囎で齢搬に縮鋤ブ、ものとさえ鵬，　た・その鳩本ワ・一・’・によ礪極‘内嬬疹の予防

れ濠たそ羅おそろしい病気だとも鍛ら2。ていな　が可能唖り・勧で実方屹されるようになった・

いようである．しかしその数購少したとはい淋　 舷で嚇疹ワクチ・の効果に関して醐酬究は

蜘。より命鉄。たり，その後遺1、覧に悩む乳幼児が　拗くユ1）－22糠野県噸いても林2aめ了肝究鵬る・

まだ存在するという。とは，繍・互発無・とである。　しかし，それらの・幽よ遡・のイ緻砒較㈱卿男

。唖亡勝輔生繍卜」，力嚇てみると1）・・，　・2t：1　で・その後の経過の判らt・・吹点脳るものも擁す

に示した如くであるc，　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箪者も，木曽保健所管内（長野県木曽郡）の小児に

　第1　　麻疹による死亡児数　　　　　　　対して，麻疹ワクチソの接種を災施した。．これらの被

　　　　　　　　　（0～’1才）　　　　　　　　　　　接種児がその後成長し他の地域の人々と接触する年令

昭，　35

rr召．　35

1r召．　41

昭，　42

昭．　43

国　　i長　野　県

1152

487

568

179

475

7

3

7

1

9

になった段階で，まだ麻疹に罹患したかどうかを知る

ことは，麻疹ワクチソの予防効果を知ることの他に，

接種を行なった側として被接種潟に対する責任でもあ

ると考え追跡調脊を行なった。それと1司時に，接種後

の臨床反応及び保護旛の態度等も調べた。

　また別の地域で，KLL接種（KL接『種後1年で全

　一……一一一……一一…㎜『一……　｝　 @　　ny　　貴にLワクチソを追加接種）をした事例を経験したの

　本i鴎懲の予防に関しては，1954年にEndersらが組　　　で24）その予防効果・罹患状況もあわせて報告する。

欝鵬灘磁撰総掃瓢奥　Ilワク搬醐査の対象及び方法
野の5），松本6）7）らの研究により，園産の麻疹ワクチソ　　　　　　1．ワクチソの捜種時期とその対象

が開発され，長年の調査・研究の結SR8）－1Q），昭不「141　　　麻疹ワ〃チンの接種を実施したのは，昭和42年n月
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～12月と昭和43年10月～11月の2回であり，接種の対　　　年と3．5年）の2回であり，調査内容は図1に示した

象者は，長野県木曽郡下に在住の麻疹に罹患した既往　　　ようなものである。その方法は，この調査票を各対象

のない幼児でその保護者が接種を希望した健康児とし　　　児の保護者金貫に郵送（往復ばがき使用）し回答を求

たoその数は第1回が386名，第2回が工66名である【，　　　めたQ

　　　2．接種法と使用ワクチン　　　　　　　　　　　　　またこれは別に，同じ地域内の麻疹ワクチンを接種

　ワクチンの接種の方法は，麻疹ワクチン研究協議会　　　していないほぼ同年令の幼児171名に対しても，同じ

（宍戸会長）の基準25）に従いKワクチンを0．5彫筋肉　　　時期に麻疹罹患の有無と，かかった児にはその年令と

内注射　LワクチンをO・　25me皮下注射するいわゆる　　　を保護者から回答をえて，接種をうけた児に対する対

KL法を採用した。この際，　KワクチンとLワクチン　　　照とした。この質隅のlllで麻疹i量畏患の有無に関しては

との接種間隔は約1ケ月とした。　　　　　　　　　　　　かかったという回答の根拠が医師の診断によっている

　接種したワクチンは夫々市販のワクチンで，Kワク　　　ものの他に，一部には医師に診てもらわずに家族の判

チソが武田薬品，Lワクチンが千葉県而1清研究所（杉　　　断にょっているものが含まれているものと思われる。

山株）のものを使用した。　　　　　　　　　　　　　　　尚，昭和47年の2回目の調査は，第1回の調査時に

　　　3・調査の方法及び時期　　　　　　　　　　　　　まだ罹患していなかった児につ1、・てのみ行なったもの

　　a　臨床反応の調査　　　　　　　　　　　　　　　である。

　ワクチン接種後の臨床反応としては，Lワクチソ接

種後の発熱と発疹の出方の二つについて調べた。その　　　　　　　］旺　調査結果

方法は，各微観の保灘に齢表を渡し・クチ　　　1．Lワクチソ接鰍の1臨床反応について
ソ接種後10日間の体温と発疹の有無とを記入してもら　　　　これについては，表2に示したように84％の児には

った。体温は・夜の就寝前と昼間の2回にもれなく測　　　発熱．発疹共になく，この両方共が出たものは1，3％

定してもらう様にした。　　　　　　　　　　　　　　であった。またその発熱の出方は，発熱の最高温度は

　　b蹴状況の調査　　　　　　　40，0・C，禦旨初獅は平均7．1F1後，撒を持続磁
　調査は，前記2回のワクチン接種児全員について行　　　は平均1．4Hであった。

なった。調査の時期は昭和45年6月（ワクチン接種後　　　　一方，臨床反応の有無と麻疹罹患状況との関係をみ

2・5年と1・5年）と昭和47年7月（ワクチソ接種後4・5　　　ると，臨床反応の出た方の罹患率が高く（発熱・発疹

　表2　　　麻疹罹患調査の内容　　　　　　　　　とも㊥〉発熱又は発疹①〉発熱・発疹ともe）ttcって

　　　ハシヵの罹患についてのおたずね

1．お宅の　　さんはハシカの予防接種をうけま

　したか
　　イ・うけた（年　月）　ロ．うけていない

2・上記のお子さんはハシカにかかりましたか

　　イ・かかった（年月．才ケ月）
　　　　　その時の症状は

　　　　　　a重かったb軽かったc普通
　　ロ．まだかかっていない

3．ハシカの予防接種をうけておいてよかったと

　思いますか
　　イ．よかったと思う　口．何とも思わない
　　ノ、．う←ナない方カミよカ・った

　　　理由：a熱やポロが出たから

　　　　　　bお金が高いから
　　　　　　cうけてもハシカにかかったから
4．ハシカには自然にかかった方がよいと思いま

　すか
　　イ・自然にかかつた：方カミよい

　　口．かからずにすむものならかからない方

　　　　がよい

いる。

　従って臨床反応の出ものほどワクチンのtake率が

低かったという結果になっている。（危険率α5％以下）

表3　　Lワクチン接種後の臨床反応

1かか。まだか

　　　からな　　　　　　　不明
1た　1い

避翌竺燈ミ
発熱のみ，発疹（一）
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一塘熱r翻可こな
し
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　　2，麻疹罹患状況について

予防接種をうけた児のその後の麻疹罹患状況は表3
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に示した如くである。これをみると，接種をうけてな　　　当時の年令は表5・衷6に示した。また，接i種をうけ

い児と比較して接種をうけた児の罹患率が明らかに低　　　て後に麻疹に罹患した児の，Lワクチン接種時から罹

く，ワクチソの発病予防効果があることを示している。　　患までの経過期間については表7・図1に示した通り

但し，ワクチソ撞種後3，5年叉は4．5年の現在におい　　　である。これをみると，まだ麻疹にかかっていない児

て接種児の12，0％，17，4％に罹患児がいることは，　　　の中から，これから先にも罹患する児がでるであろう

KL法による接種が決して100％の予防効果を期待で　　　ことは十分予想される。

ぎるものでないことを示している。なお，これらの罹　　　　　　3．予防接種に対する保護潜の気持

患児の中で，異型麻疹を疑われたものが1例あった。　　　　ワクチン接種をうけた児の保護者が’この麻疹ワク

　対象とした接種児及び未接種児の年令構成と，それ　　　チソに対してどのような考え方をもっているかを調べ

それの年令別罹患児数（年令は昭和47年現在），罹患　　　てみると，表8に示したような結果である・これによ

衷4　　　　調査対象児の麻疹罹患状況

　ワ

　ク
　チ
　ソ
　接
　種
ueL：

非

接

種

児

日召，　45年現　在

昭．42接釧昭・43接種

カhカ、った　　　　　　　　　　　　 41

かからない　（※）　　　　345

不　　明

計

かかった

かからない　（※）

不　　明

計

386

　6

160

166

94

77

171

昭．47年現在

昭・42接側昭・43難

26

263

56

345

14

121

25

160

24

38

15

77

（※）昭．47年の調査は，昭，45年にかかっていなかった児についてのみ調べた。

　表5　　　対象児の年令と罹患児数
（1）　昭．47年現在の年令構成と罹患児数

接

種

児

昭42，接種児
罹　患　児　数

昭．43接種児
罹　患　児　数

非　接　種　児　数
罹　　患　　児　　数

・－1・－1・－1・－i・－1・－11・－h1－1・2一陣1・4ヨ・5－i16－i計

「1内

22　　86

4　　17

　68　　33

187
8　40　61
5　24　41

98

】6

25

3

40

29

74

15

15

1

21

18

35

8

τ

1

1

29　　18　　6

4　　2　　1

8　　3　　1

・i42

1　　1　　1

6

3

1

386

67

166

20

171

118

（2）　接種当時の年令と罹患児数

昭．42接種児

罹患児　数

昭，43接種児

罹患　児　数

羅1・－L登一・－i・一血112－1計、1

64

14

40

5

92

15

48

9

90

20

30

2

54

7

19

2

38

7

8

1

43「

4

5

18　　．3

　　　T

386

67

166

20
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表6　　　罹患児の罹患時の年令

昭．42接種児
ll召，43接種児

累　　　計

未　接　種　児

1累　　計

1才米満

1〔｝

10

1～　　　2～

1

1

1

1

3

14

51

・－ P・一

27

37

31　9
1　　　　8

7　　　2tl

25　　　20

76　　　96

・一・－L計
25

4

28

6

53　　　87

11　　　ユ1

］07 118

67

20

118

表7　　　　　ワクチン接種から罹患までの期間

昭．42接種児

昭．43接種児

一・朗一・ケ月ト1年

1　　　　1　　　　2

2　　　　1　　　　3

一1・・年1－・年

3　　　18

1

～3年

16

3

～4年

13

～5年

　13
亙レ＜．一一＿．tt－tt一

計

67

1％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

15

10

一　罹患率累計

22a　1年間の罹患率
（但し，5年以内の分はs，43年亨妾f重を含まない）

　　　1年以内　2年以内　3年以IAI　4年以内　5年以内

図1　ワクチソ接種後の経年別麻疹罹患率

表8　　　麻疹予防接種に対する保護麿の気持
1かか。矧・だかか磁

接種してよかった

f可と　も，思わない

接種しない方がよい

熱・発疹が出る

お金が高い

理由不明

不　　　　　明

70

5

1

2

9

315

38

0

4

6

21

不　　　　明

69

6

6
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ると，接樋後に麻疹にかかったか否かにかかわらず，　　　ここに追加して報告する。

大部分の保護者は接種をうけてよかったと答えてい　　　　　1）接種対象・接種時期及び調査法

る。これには，接種後かかったものでもその大部分の　　　　ワクチソ接種は，村内在住の小児で麻疹罹患の既往

児（83．、3％）は，普通の麻疹の症耳犬よりも軽くすんだ　のないものの・・1・T｝その保灘が接働鯉し渇巳に対

ということが影響しているものと思われる。　　　　　　　して行なわれた。K・Lワクチンを接種した時期は，

ただ，これらの1耀者のv・［’tで諒糊茉疹にかか。て　昭和42年12月～翌1月・rl召和43年・44歪iこ・45年の11）’］

いない児の保護者の18名が，①これから先いつハシヵ　　　～12月の4回で’それぞれの1年後oe・Lワクチンを追

にかかるのかと心醍だ（14名），②異型ハシカにかか　　　加接種している。

らないかと心配だ（4名）という，麻疹に対する不安　　なお，この村で樹照として麻疹ワ好ンを接種し

の気持をあらわしている。　　　　　　　　　　　　　　　ていない小児の麻疹罹患状況を，あわせて調査した。

　　　4．麻疹に対する保護者の気持　　　　　　　　　　これらの調査の対象としては，この村在住の昭和38年

　ワクチン接種をうけた児と，米接種の児の両方の保　　　～44年の間に出生した小児全員とし，その中はワクチ

護看に対して，子供が麻疹にかかるということについ　　　ソを接種した児と未接種児の両者が含まれている・

てどう思うかとその考え鍵いてみると談9の姐　　1硫筋法は，上記の・」・児の保灘全員に対して・

である。これからみると，全体からみてハシカには自　　　それぞれの質問用紙を郵送して回答を求めた。質問用

然にかか。妨がよいと思ってし・る保謙よりも，か　紙が返送され1略をえたのは・接種児・綴種児とも

からずにすむものならかからない方がよいと思ってい　　　に約75％であった。調査を行なった時期は，il召和46年

る保護岩の方が明らかに多い。またこの中でも，接種　　　12月である。

をうけた児の保護者の大部分がかからない方がよいと　　　　　2）麻疹罹患状況

思っているのに対して，未接種児の保護考（接種を希　　　　対象児の罹患状況は表10に示したとおりで，KLL

望しなかった保護者）には19i然にかかった方がよいと　　　法による接種をうけた児の中で，麻疹にかかったもの

思っている人が多くなっていることは興味ある事実で　　　はわずか2名（3・4％）であるのに対して・未接種児の

あるa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罹患率は73．2％と明らかに高率である。このKLL接

　　　5．KLL接種を実施した地域の例　　　　　　　　　種をうけた児の接種年別の罹患状況は喪11に示した

　上記の木曽郡下の調査とは別に，前述のように　　　が，最初の年に接種をうけた児が2名罹患しただけ

K瑚辮蝦施した鮒・・おいて洞じような倣　で，そa）後の接観からは現砂ところ発症髄られ

の麻疹罹患状況・予防効果等の調査を行なったので，　　　ていない。

表9　　　麻疹罹患に対する保言蔓者の気播

接　　　　種

米　接　『種

『自然にかかった

方がよい

1　　①　　6

　　33②　27
1　　　③

かからずにすむ
ならカ・カ・らなし・

方がよい
不　　　　明

｛…｛1・　｛
！　　　一一一…

il　52 111

　①　　4

14②　　8

　③　　2

8

計

552

171

註①かかった　②まだかからない　③不明

表10’ @　　　A村での麻疹罹患状況

】接　種　児

未接種児

58

97

かかった

まだかからない

かかった

まだかからない

2　（3．4％）

56　　（96．7％）

71　　（73，2％）

26　　（26．8％）
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表11　　　　　　　追加L接種年別罹i患状況

追加L接種年
　　（経過年数）

かかった

まだかからない

46年
（0～）

11

45｛1三　　　　44　年　　　　　43　系FL

（1～）（2～）（3～）　計

14　　　　　11

2

20

2

56

　また，対照として調べた未だワクチソ接種をうけて　　　22　86から接種後1ケ刀には24・05と上昇している。追

いない小児が，何才で麻疹にかかったかをみてみる　　　加L接種の前後2ケ月位の間には，この村で麻疹の発

と，表12に示したように30％近くの児が満2才になる　　　生はなく，またこの11名はだれもこの時期に麻疹患者

までに罹患し、3才では約半数の児がすでに罹患して　　　と接触していないことから，この変化は，明らかにL

いる。別に，年令別（昭和46年12）i末現在）の罹患率　　　ワクチソの追加接種による抗体価の上昇とみなしてよ

をみると表13のようである。これでは当然のことなが　　　いと思われる。

ら，年令の進むにしたがってその中に罹患児の占める　　　　　4）麻疹に対する保護者の気持

割合は多くなっており，2才代ではその3分の1が，　　　　ここでも，子供が麻疹にかかることについて，その

3才代では約半数が罹患しており，6才代になるとそ　　　保護者がどの様に考えているかについて調べた。それ

のほとんど全鼠近く（93％）がすでに罹患していると　　　にょると，表14に示したようにやはり前述の結果と同

いう状態である。　　　　　　　　　　　　　　　じょうな傾向がみられた。すなわち，多くの保護者

　　3）血清学的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　（約73％）はかからずにすむものならかからない方が

　先に述べたワクチン接種児58名の中で，昭和46年に　　　よいと答え，その中でも前述の調査結果と同じく接種

Lワクチンを追加接種した11名については，追加M’t：　　を希望した保護麿にその傾向は強く，一方未接種児の

表12　　　　未接種児の麻疹罹患年令

罹　　　患　　　児

未接種児全員に対す
る比　（％）

上　の　累　計

・才綱・－1・－i・一・－1・－i計
27

27．8

］4

14，4

27，8　　　　42，4

9

9．3

51，5

4

4，1

55，6

8

8，2

63，8

9

9．3

73．1

71

73、1

表13　　年令別罹患率　　　　　　　　　　（昭，46，12現在．未接種児）　　　　　　、

11・才綱・一い一1・一【・－L皇二』」計

未接種児

罹患児数1
　　　　（％）

15

　5
33，3

13

　7
53．8

15

　10

66，6

11

　9
81．　8

43

　40

93．0

97

71

種鷹前と接種後1ケ月の血清について，追加Lによる　　　　表14　　麻疹に対する保護着の気持

抗体価の変動をみるため，中和抗体価の測定を行なっ　　　1

た。この中和抗体価は，Micro－method26）によって測

定した。

　その結果は図3に示したが，抗体価の変化しなか

った児が3名，あとの8例はいずれも上昇している。

この11例の平均抗体1価をみても，追加L接種直前の

自然セこカ、カ、った方カミよし・

　　　　（％）

かからない方がよい

　　　　（％）

接剣未接種
　　2
（3，4）

　　56
（96．6）

　　39

（41．9）

　　54

（58，1）
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麻疹ワクチソの発病予防効果に関する追跡調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．KL法による麻疹ワクチンの接種をうけた児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，接種をうけなかった像ぼ同年令の児に比べて，そ

　　　2・　　　　　　　　　の麻擁騨が非常に低く，麻疹ワ好ソが鋤児の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻疹を予防するのに大いに有効な手段であるといえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。ただし，このKL法だけでは100％の予防効果は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期待できないことも明らかである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，この罹患率を今までに報告されている成績12）

中　6　　　　　　　　　　・・）・・）と比べても汰訟差がみとめられる．この報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，それぞれの追跡の期間の相違にもよるものであろ
和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うが，山東らのいうように16），市販麻疹ワクチソが研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究会試験ワクチンに比べて，抗体産生効果の面で無効
抗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例が多くでることを物語っているように思もわれる。

体　4　　　　　　　　　　2・KL法による接観について。よ，ワクチソ灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後時が経つにつれて，罹患児の数が追加されている。

価　、　　　　　　　　　　これは・1（L法接鰍こよっては前述のように抗罐生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無効例があることと同時に，この接種法によって獲得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された抗体は，時間が長く経過するに従ってその価が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低下していくことを予想させる。これに関しては，2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間の観察の結果，L十γグロブリン接種による抗体

　　　21　　　　　　　　　価に比べてKL擁による棚三価のがより早く低下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したという報告13），および自然麻疹罹患児の抗体に比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べて，KL接種によって得た抗体はその価の下り方が

　　　　　　KL接種　　　　　　　　追加L接種　　　　速いという報告17）等と結果を同じくしているといえ

　　　　　　　1年後　　　　　　　　　1ヵ月後　　　　　る。

図・追加・接徽囎欄・・ @初繍総継麟雰糊繍農あ
保護者の42％は白然にかかった方がよいと容えてい　　　られていない。また，血清抗体価の魚でも，追加Lに

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって抗体価の上昇が証明されたo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このことから，発病予防効果に関しては，KL法よ

　　　　IV考察　　　　　　　　りもKLL法の方が効果的であるといえるし・また別
　本報で調査報告したような，従来実施されてきた不　　　に，ワクチンのtakeしなかった例を救う意味から

活化ワクチンと弱毒生ワクチソの併用による麻疹予防　　　も，また抗体仙iの下降してきた例にbooster効果を期

接種の方法（KL法）に続いて，1回だけの接種で臨　　　待する意味からも有意義であり，かつ安全であるとい

床反応も少なくかつ予防効果があるといわれる，高度　　　う施の報告17）を裏づけるものである。

弱毒生麻疹ワクチソが開発され，昭和46年より市販さ　　　　4．麻疹予防援種に対して、接種児の保護者はその

れるようになった（CAM・7027），シユワルツワクチ　　　多くが受けてよかったと讐えている。これについて

ソ28））。これらによって，これから先は従来の方法に　　　は，まだ罹患していない児の保護者は勿論であるが，

代り高度弱穏生ワクチソ29），或いはさらに弱毒化され　　　罹患した児においても，前述の如く多くの児が軽症で

改良された生ワクチンが麻疹予防の説流になっていく　　　すんだということが、ワクチソの有効性として認めら

ことが予想される。　　　　　　　　　　　　　　　　　れたものと思われる。

　このようなすう勢にある現在ではあるが，筆者は過　　　　5．子供が麻疹にかかることに関しては，かからず

去にKL法による麻疹予防接種を実施し，その後の追　　　にすむものならかからない方がよいという考えと，臨1

跡調査を行なった。それによって得られた知見によ　　　然にかかった方がよいという考えとの二つの態度がみ

り，次のようなことがまとめられる。　　　　　　　　　　られた。そして，ワクチソ接種を希望した保護者には
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前の考えの人が多く，希望しなかった保護者には後の　　　　　Cultures　of　Cyt‘）pathogenic　Agents　fi’olll　Pa一

考えの人が増えているv　　　　　　　　　　　　　　　　　tients　with　Measles．　Proc．　Soc、　Exp．　Biol．＆

　これは，1⊥1木らが千葉県で実施した調査結果15）の中　　　　　Med，86：277－286，1954

の，自然麻疹を重症と考える冊親ほど『麻疹には絶対　　　　4）Okしmo，　Y．　et　al，：Studies　on　the　Prophylaxis

かからせたくない」という罹患予防に積極的態度を示く　　　　of　Measles　wi亡h　Attenuated　Living　Virus．

す者が増えるという報告（ワクチン棲種児0）母親を対　　　　　］旺．InoculatiQn　Tests　in　Man　and　Monkey

象）と類似した傾向を示している。　　　　　　　　　　　　witll　Chick　Embryo　I）assa欝Measles　Virus・

　また，この二つの異なった考えがワクチソ接種の希　　　　　BIKEN！S　J．3：115　－122，1960

塾の有無をある程度左右することを考えるとき，これ　　　　5）Okuno，　Y．　et　aL：Studies　oll　the　Prophylaxis

らはこれからのワクチンの普及に対して一一一4つの示唆を　　　　　of　Measles　with　Atte’　nuated　Living　Virus・

・与えているものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　IV，　Inoculation　Tests　in　Children　with　Chick

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Enibryo　Passage　Measles　Vit’us　in　1960．

　　　　V結　論　　　　　　　　　BIKEN’S　J．　S；293－300，1960

　1）KL法にょる麻疹ワクチン接種は，乳幼児の麻　　　　6）WakQ，　H，　et　a1．：Chinical　and　Antigenic

疹罹患に対して高度の発病予防効果を示す。しかしそ　　　　　Effects　in　Cllildren　of　Measles　ViruE　Adapt－一

れは，決して100％の効果を期待しうるものではな　　　　　ed　to　Bovine　Kidlley　Cell　Culture．　Japan．　J・

い。これに対して，KLL法の方がその発病予防効果　　　　　Exp，　Med．31：il，81－485，1961

ははるかに大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　7）Minagawa，　H，　et　al．：Further　Observations

　2）ワクチン接種後，麻疹に罹患した児でもその症　　　　　of　Experimental　Infection　of　Children　with

状は軽かったものが多く，小児保健の一環として，麻　　 Measles　Birus　Adapted　to　Bovine　Kidney

疹ワクチンの接種は今後大い劇・俵められてよいものと　　　　Cel1　Culture．　JaPan，　J，　Exp．　Med．31：487一

考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　490，　1961

　3）ワクチン接種希望の保護者には，麻疹にはかか　　　　8）麻疹ワクチン研究報告〔1〕，麻疹ワクチソ研究

らずにすむものならかからない方がよいと考える人が　　　　　会，1963

多く，接種を希望しなかった保護者には，1tl然にかか　　　　9）麻疹ワクチン研究報告〔皿〕，麻疹ワクチン研究

った方がよいと考える人の割合が多くなっている。こ　　　　　会，1964　　　　．

れは，一…一般に麻疹に対する諏識が二通りあることを示　　　10）麻疹ワクチン研究報告〔旧，麻疹ワクチソ研究

しており，後著に対しては，ワクチンの効果を周知さ　　　　会，1965

せることが必要である。それによってワクチンが今後　　　ll）Katz，　S。　L，　et　al，：Studies‘）n　all　Attemlated

さらに普及すれば，より一層小児を麻疹からまもるこ　　　　　Measlesvirus　Vaccine．　Vlif．　General　SL面mar｝・
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